
　

4
月
12
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
災
害
に
ど
う
備
え
る
か
〜
釜
石

市
津
波
防
災
教
育
に
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
地
域
防
災
〜
と
題

し
、
講
師
に
「
釜
石
の
奇
跡
」
の
立
役
者
で
あ
る
群
馬
大

学
理
工
学
研
究
院
教
授
の
片
田
敏
孝
氏
を
招
き
、
議
員
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
講
師
の
片
田
教
授
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調

整
に
よ
り
、
約
１
年
待
ち
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
3
・
11
東
日
本
大
震
災
」
以
降
、
当
市
に
お
い
て
も

津
波
防
災
の
重
要
性
が
市
民
の
皆
さ
ま
の
関
心
事
項
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
広
く
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
企
画
を
し
、
開
催
当
日
は
約
600
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
好
評
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
片
田
教
授
は
、
想
定
外
を
生
き
抜
く
力
を

は
ぐ
く
む
姿
勢
の
防
災
教
育
と
し
て
「
想
定
に
と
ら
わ
れ

る
な
」
「
最
善
を
尽
く
せ
」
「
率
先
避
難
者
た
れ
」
と
の

三
原
則
に
触
れ
、
子
供
た
ち
の
防
災
教
育
は
、
災
害
文
化

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
高
い
防
災
意
識
が
世
代
間

で
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
そ
の
地
域
に
災
害
文
化
と
し

て
根
付
く
、
ま
た
「
津
波
警
報
が
出
て
も
逃
げ
な
い
大
人

の
背
中
を
見
て
子
ど
も
は
育
つ
」
と
の
話
が
あ
り
、
大
人

の
責
任
は
重
大
で
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

質　

参
議
院
議
員
選
挙
費
の
減
額
は
、
投
票

所
や
事
務
処
理
自
体
の
削
減
で
は
な
い
の
か
。

答　

国
会
議
員
選
挙
の
執
行
経
費
基
準
の
法

律
改
正
に
伴
い
、
選
挙
執
行
の
人
件
費
を
含

む
各
経
費
全
般
に
わ
た
っ
て
基
準
額
が
引
き

下
げ
ら
れ
た
。
ま
た
投
票
所
の
削
減
等
の
措

置
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
従
前
ど
お
り
の
対
応

で
あ
る
。

二　

瓶　

秀　

幸

二　

瓶　

秀　

幸

　

「
風
し
ん
予
防
接
種
」
公
費
助
成
を
早
期

に
実
施
す
る
こ
と
を
評
価
し
た
上
で
、
風
し

ん
は
20
代
か
ら
40
代
ま
で
の
男
性
の
15
％
、

女
性
の
4
％
が
抗
体
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
女

性
の
11
％
が
感
染
予
防
に
は
不
十
分
な
抗
体

価
で
あ
り
、
ひ
ま
つ
感
染
す
る
こ
と
か
ら
、

周
知
に
つ
い
て
よ
り
一
層
こ
ま
や
か
な
配
慮

を
求
め
ま
し
た
。

木　

村　

俊　

子

木　

村　

俊　

子

　

地
域
の
自
治
活
動
を
推
進
す
る
上
で
、
自

治
会
や
町
内
会
が
担
う
役
割
は
非
常
に
広
範

囲
に
わ
た
り
、
ま
た
重
要
に
も
な
っ
て
き
て

い
る
。
し
か
し
「
個
人
情
報
保
護
」
の
関
係

も
あ
り
、
住
民
保
護
や
見
守
り
活
動
を
す
る

上
で
の
情
報
収
集
に
は
不
自
由
が
多
く
、
そ

の
結
果
本
来
助
か
る
べ
き
命
が
失
わ
れ
る
な

ど
、
生
活
を
す
る
上
で
の
不
安
が
増
し
て
い

る
現
状
が
、
全
国
的
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
今
回
、
東
京
都
足
立
区
が
行
っ
て

い
る
「
孤
独
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
例
に

挙
げ
、
今
後
の
対
応
の
検
討
を
提
案
し
た
。

官
民
に
お
け
る
情
報
共
有
の

 

あ
り
方
を
問
う

杉　

尾　

直　

樹

補正予算審査補正予算審査

　

平
成
25
年
第
１
回
登
別
市
議
会
臨
時
会
が
4

月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
は

① 

議
会
運
営
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ

い
て

② 

登
別
市
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い

て
③ 

固
定
資
産
評
価
委

員
の
選
任
に
つ
い

て

　

す
べ
て
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

登
別
市
議
会
議
員
研
修
会

「
釜
石
の
奇
跡
に
学
ぶ
」

「
釜
石
の
奇
跡
に
学
ぶ
」

▲片田敏孝氏による講演の様子

平
成
25
年
第
1
回
臨
時
会

市税条例の一部改正について審議！
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『登別市中小企業地域経済振興基本条例』
を制定しました！！

市
•市・中小企業者等・市民の三者協議の場の設置

•協議結果を反映した総合的ビジョン・中小企業
　振興策の策定、実行

•産業経済データの収集、分析、公表

•総合的ビジョン・中小企業振興策の検証

•条例理念の啓発

中小企業者等
•住み良い地域社会の実現と地域経済の振興発展へ
　の貢献

•自主的な経営の向上・改善への取り組み

•雇用環境の整備、雇用の維持・創出、人材の育成

•中小企業振興策への連携、協力 

•地域経済団体への加入と事業者間の連携、交流

登別市中小企業地域経済振興協議会
•地域経済振興に係る総合的ビジョンおよび
　中小企業振興に必要な施策の研究、提言

市　民 有識者
•中小企業者等の役割の理解と中小企業者等
　の成長発展への協力

専門的知見を有する者からの
指導、助言

協議会の設置
参加

提言 参加

参加

　登別市中小企業地域経済振興基本条例については、地域経済の疲弊が進んで
いる状況を踏まえ、観光・経済委員会が委員会活動方針の一つである「地域経
済活性化への取り組み」として、登別商工会議所および北海道中小企業家同友
会西胆振支部とともに「地域経済振興に向けた条例研究会」を立ち上げ、登別
の特性を踏まえた条例案づくりに取り組み、市民・事業者への説明会を経て策
定しました。
　この条例は第 2回定例会に議員提案し議決され、 7月 4日に施行されました。

　この条例は、市、中小企業者等および市民が、対等な立場で連携し、それぞれ適切に役割分担をする協働によ
って、地域経済および中小企業の振興の推進に努めることを基本理念としており、市、中小企業者等および市民
の三者それぞれの役割等を定めるとともに、三者が地域経済振興に係る総合的ビジョンや中小企業振興に必要な
施策について協議する場として、登別市中小企業地域経済振興協議会の設置などを定めています。
　市、中小企業者等および市民による地域経済および中小企業の振興に向けた取り組みは、三者協働でまちの活
性化を目指す新たな取り組みであり、三者それぞれがこの条例に基づき、地域社会の一員として地域経済の活性
化への関わりを深めていくことが求められています。

市・中小企業者等・市民および協議会の役割等（イメージ）

＊この条例の詳しい内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

▲市民・事業者への条例説明会
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委 員 会 だ よ り

　

後
期
の
委
員
会
活
動
計
画
は
、
前
期
委
員
会

の
運
営
方
針
を
継
続
し
、
実
施
項
目
を
次
の
と

お
り
と
し
ま
し
た
。
議
長
の
諮
問
事
項
で
あ
る

議
員
の
定
数
や
報
酬
、
正
・
副
議
長
任
期
な
ど

を
協
議
し
、
定
数
は
本
年
12
月
ま
で
に
結
論
を

出
す
予
定
で
す
。
ま
た
議
会
か
ら
の
政
策
提
案

の
充
実
に
向
け
、
岐
阜
県
高
山
市
お
よ
び
長
野

県
松
本
市
へ
の
行
政
視
察
を
行
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
、
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
通
年
議

会
、
長
期
入
院
等
に
よ
る
議
員
報
酬
の
減
額
規

定
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
議
会
基
本
条

例
に
の
っ
と
っ
た
委
員
会
活
動
の
成
果
が
わ
か

る
「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
検
証
と
新
た
に
議

員
活
動
の
「
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
作
成
や
、

そ
れ
ら
の
外
部
評
価
に
つ
い
て
の
検
討
に
取
り

組
む
活
動
計
画
と
し
ま
し
た
。

　

後
期
の
改
選
期
に
あ
た
り
委
員
が
新
し
く
な

り
ま
し
た
。
年
間
活
動
計
画
も
前
期
委
員
会
の

提
言
を
踏
ま
え
、
定
住
自
立
圏
に
つ
い
て
、
行

財
政
改
革
を
主
軸
に
し
、
ほ
か
の
課
題
に
つ
い

て
も
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
先
進
地
視
察
の
実
施
、
課
題
と
捉
え

た
事
案
に
関
し
て
適
宜
勉
強
会
を
開
催
す
る
ほ

か
、
委
員
会
に
関
わ
る
市
民
団
体
と
の
意
見
交

換
を
随
時
実
施
し
、
活
動
の
方
向
性
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
不
適
切
な
事
務
処
理
が
あ
り
、

再
発
防
止
の
徹
底
を
求
め
る
た
め
、
委
員
会
と

し
て
業
務
内
容
を
再
検
証
し
、
ジ
ョ
ブ
ノ
ー
ト

の
在
り
方
や
適
切
な
事
務
処
理
に
つ
い
て
な
ど

提
言
し
て
い
き
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
観
光
経
済
部
、
農
業
委
員
会

お
よ
び
都
市
整
備
部
が
所
管
す
る
各
施
策
な
ど

に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
25
・
26
年
度
に
つ
い
て
は
、

• 

地
域
経
済
活
性
化
「
登
別
市
中
小
企
業
地
域

経
済
振
興
基
本
条
例
」
（
第
2
回
定
例
会
で

議
員
提
案
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
）
へ
の
取
り

組
み

• 

各
懸
案
事
項
へ
の
取
り
組
み
（
水
道
事
業
、

温
泉
給
湯
事
業
、
登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練

校
に
つ
い
て
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
に

つ
い
て
）

• 

下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
適
用
事
業

化
の
以
上
3
項
目
に
つ
い
て
、
主
に
調
査
・
研
究

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
団
体
等
と
の
聞
き
取
り
調
査
や
意

見
交
換
な
ど
に
つ
い
て
も
、
適
宜
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

当
委
員
会
で
調
査
研
究
す
る
項
目
は

•
多
重
債
務
な
ど
の
消
費
者
行
政
に
つ
い
て

• 

子
育
て
支
援
、
児
童
虐
待
防
止
へ
の
取
り
組

み
•
障
害
者
自
立
支
援
法
に
係
る
事
業
に
つ
い
て

•
感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て

• 

「
登
別
市
ぬ
く
も
り
あ
る
福
祉
基
本
条
例
」

制
定
後
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

• 

登
別
市
次
世
代
育
成
支
援
推
進
協
議
会
か
ら

答
申
さ
れ
た
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

な
ど
9
項
目
を
調
査
す
る
た
め
、
市
内
外
の
施

設
・
事
業
所
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

登
別
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
、
担
当
部
署
か
ら
説
明
を
求
め
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

当
委
員
会
は
7
名
全
員
が
１
期
目
の
議
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
後
期
も
皆
で
助
け
合

い
な
が
ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
覚
で
、
議
会
の
情

報
公
開
活
動
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

活
動
は
議
会
だ
よ
り
「
で
ぃ
す
か
す
」
の
編

集
か
ら
発
行
が
主
に
な
り
ま
す
が
、
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
企
画
も
所
管
項
目
で
す
の
で
、

「
開
か
れ
た
議
会
」
と
し
て
、
議
会
の
傍
聴
に

来
ら
れ
な
い
方
に
も
議
会
活
動
が
分
か
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
内
容
と
紙
面
作
り
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
と

情
報
提
供
資
料
の
公
開
を
実
施
し
て
、
議
会
活

動
の
広
報
・
公
開
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　ことしの地獄まつりは、第50回登別地獄まつり半世紀記念
事業として開催され、議員会では 8月25日㈰鬼踊り大群舞へ
の参加を予定しております。当日は登別・白石姉妹都市30周
年記念式典および祝賀会も予定されており、また白石・海老
名両市の議員の皆さんも鬼踊りへ参加予定ですが、記念事業
参加の市民や観光客の皆さんとともに大いに祭りを盛り上げ
たいと思っております。

　また北海道市議会議長会道南支部議員
研修会と北海道自治体学会フォーラムが
当市で開催されることもあり、議員会と
して参加し、より一層議員としての資質
向上に努めたいと思っております。

議会運営委員会総務・教育委員会

観光・経済委員会

議員会の活動について

生活・福祉委員会

議会だより編集委員会
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